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１．はじめに

2021 年 8 月 13 ～ 15 日，東京都心から南に約 1,300 

km，小笠原諸島の硫黄島の南方約 60 km に位置する海底

火山である福
ふくとく

徳岡
おか

ノ
の ば

場火山から（第 1 図），高い噴煙を立

ち上げ多量の軽石を噴出する大規模な噴火が発生しました

（写真 1）．この噴火で発生した多量の軽石は，海流に乗り

約 2 ヶ月をかけて 1,300 km ほど離れた南西諸島に漂着し

始めました．

産総研地質調査総合センター（GSJ）では，この福徳岡ノ

場で発生した噴火現象の研究とあわせて，南西諸島に漂着

した軽石についての現地調査も行っています．本稿では，

調査結果などを GSJ のウェブサイトにまとめた情報を基に

紹介します．

２．2021 年噴火

福徳岡ノ場は，1904，1914，1986，1992，2005，2010

年に噴火した記録が残る活発な海底火山です．今回の噴火

は，気象衛星ひまわり 8 号の映像から，2021 年 8 月 13 日
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5 時 57 分頃から発生したことがわかりました．この噴火

のクライマックスは 8 月 13 日 13 時 20 分～ 19 時 50 分

の間で，16～19 kmほどの高さまで噴煙を上昇させ（写真

１），その噴煙は 320 km 離れた小笠原諸島父島からも視認

できました．その後，連続的な噴火を挟みながら徐々に間

欠的な噴火に移行し，15 日 15 時 55 分の噴火を最後に気

象衛星ひまわりからは噴火を確認することができなくなり

ました．この一連の噴火は，火山爆発指数（VEI）が 4 の噴

火であり，噴煙高度と噴出率の関係の経験式（Mastin et al. , 

2009）を使用して単純に総噴出物量を求めると約 1 ～ 5 億

m3（溶岩換算）と推定されました（及川ほか，2021）．これ

らの値から，明治以降に発生した日本列島における噴火の

中では最大クラスの噴火と考えられます．

この噴火により，火口近傍に厚く堆積した噴出物により

キーワード：福徳岡ノ場，軽石いかだ，粗面岩，噴火，海底火山，災害１）��産総研 地質調査総合センター 活断層・火山研究部門
２）��産総研 地質調査総合センター 地質情報研究部門

写真 1　福徳岡ノ場 2021 年噴火の噴煙．
　　　　�8 月 13 日 18 時頃，硫黄島より撮影．海上自衛隊第 21 航空

群提供．

第 1 図　福徳岡ノ場と漂着軽石の調査位置．
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日と，多量に漂着し始めた後の 10 月 28 ～ 30 日に，沖縄

本島の本
も と ぶ

部半島や北部国
くにがみそん

頭村などの山
やんばる

原地域における漂着

軽石の状況の現地調査を行いました．また 2021 年 10 月

14 日には，作業船「新世丸」によるトカラ列島地域での調

査航海に乗船中であった石塚が奄美大島北西海上で軽石い

かだに遭遇しました（写真 2）．遭遇した軽石いかだは東北

東～西南西方向に連なり，軽石が濃集している部分である

「いかだ」の幅は広くて 7 ～ 8 m 程度でした（写真 3）．

2021 年 10 月 18 ～ 19 日に行った沖縄本島での調査で

は，本部半島の北部や国頭村の東部の海岸には漂着した軽

石が厚く堆積していましたが，その沖合にも複数の比較

的小さな軽石いかだが着岸しつつあるのが観察できました

（写真 4）．また，海面下の水中を漂う軽石も少なからず認

められました．浜辺に打ち寄せられた軽石を引き潮の時に

観察すると，前浜のバーム上に高潮位時に打ち上げられた

ものが厚く堆積し，それより海側は薄く，波打ち際で再び

厚くなるといった分布をしています（写真 5）．漂着した軽

石の多くは，長径 3 mm ～ 3 cm 程度のものがほとんどで

すが，10 cm を超えるようなものも含まれています．なお，

沖縄本島に漂着した最大の軽石は，大
お お ぎ み そ ん

宜味村喜
き じ ょ

如嘉
か

海岸で

採取された約 43 × 36 × 32 cm の大きさのもので，これ

は沖縄県立美術館・博物館に収蔵されています．

10 月 28 ～ 30 日にかけても沖縄本島で再び漂着軽石の

調査を行いました．行き帰りの飛行機からも沖縄本島周辺

に多数の軽石いかだが観察できました（写真 6）．調査の結

果，隣接した地域でも，海岸の地形や風・海流などが組み

合わさって，多くの軽石が漂着している海岸とそうでない

場所に分かれることを確認しました（写真 7）．さらに，自

然の海岸などについた軽石は，潮の満ち引きや風・海流な

新島が形成されたほか，多量の軽石が火山の周辺の海面を

埋め尽くしました．海面を埋め尽くした軽石の集まり（軽

石いかだ）は，海流によって引き延ばされながら西に移動

し，10 月 4 日には沖縄県の北大東島・南大東島，10 月 10

日には奄美群島喜界島，10 月 11 日には奄美大島，10 月

13 ～ 14 日には沖縄本島や久米島，鹿児島県与論島と，大

東諸島や南西諸島に次々と漂着しました．このような多量

の軽石の漂流は，日本列島においては久々ですが，地球全体

では 10 ～数年に 1 回程度の頻度で発生しています（Bryan 

et al. , 2012）．

３．南西諸島に漂着した軽石

沖縄本島に軽石が漂着し始めた 2021 年 10 月 18 ～ 19

写真 2　奄美大島北西海上の軽石いかだ．
　　　    軽石が濃集している部分の幅は広くて 7 ～ 8 m 程度である．

写真 3　船を軽石いかだに寄せた状態．
　　　   �数 cm 程度の比較的大きい軽石と数 mm サイズの細かい

軽石からなる．

写真 4　�2021 年 10 月 18 日午後の沖縄県今帰仁村ウッパマビーチに
漂着した軽石いかだ．

　　　   �約 1,300 km 離れた福徳岡ノ場からおよそ 2 ヶ月かけて漂着
した．
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どの変化で，漂着する量が毎日大きく変化する（写真 8）一

方，港湾内に一旦滞留した軽石は，なかなか出ていかず比

較的変化が少ないことがわかりました（写真 9）．なお港湾

に滞留している軽石の厚さは，約 10 ～ 20 cm ほどでした．

この値は港湾内などに浮遊する軽石の体積を計算する際に

目安になります．

多量の軽石が沿岸に漂着すると，冷却水の取り入れ口の

目詰まりや機械のオーバーヒートの発生，船体・機械部の

摩耗，港の閉塞，浅層の海水を冷却に利用している工業へ

の影響などが発生します．実際すでに南西諸島では，10 月

写真 5　高潮位時に打ちあげられた軽石が厚く堆積している．
　　　　沖縄県国頭村伊部海岸（10 月 19 日）．

写真 6　�航空機から望む沖縄本島南部の軽石いかだ（10 月 28 日）．
ベージュ色の筋が軽石いかだ．沖縄本島の周辺海上には多
数の軽石いかだの漂流が認められた．

写真 7　�航空機から見た国頭村辺土名漁港（左上）から奥間ビーチ（右
下）の海岸（10 月 28 日）．

　　　   �隣接した地域でも，海岸に漂着している軽石の量は大きく異
なる．黒矢印で示した海岸には多量の軽石が漂着しており灰
色になっているが，赤矢印の海岸にはそれほど多く漂着して
いない．海岸の地形や風・海流などが組み合わさって，多く
の軽石が漂着している海岸とそうでない場所に分かれる．

の時点で漁船の運行の停止やフェリーの運休，養殖業への

影響（養殖魚の死亡や管理のための出航ができない）などが

発生しています．沖縄県によりますと 2022 年 1 月の時点

で， フェリー運行に支障が出た港湾は，仲
なか

田
だ

港（伊
い ぜ な

是名村
そん

），

内
うちはな

花港（伊是名村），運
うんてん

天港上
うえ

運
うんてん

天地区（今
な き

帰仁
じん

村
そん

），水
みん

納
な

港

（本部町），徳
とく

仁
じん

港（南城市），渡
と か

嘉敷
しき

港（渡嘉敷村），本部港

本部地区（本部町），本部港渡
と ぐ ち

久地地区（本部町）などとなり

ます．また 2022 年 1 月 6 日時点では，軽石を原因とする

エンジントラブルが発生した漁船が 175 艘となり，出漁の

自粛は 696 艘で全体の漁船の 23 ％となるそうです．この

ように，この原稿を書いている 1 月初旬の時点でもその被

害は続いています．また報道によると沖縄県内の自治体が

1月4日までに漁港や港湾で回収した軽石の総量が21,652 

m3，鹿児島県側の南西諸島の港湾などに漂着した軽石は 1

月 5 日時点で 17,392 m3 となります．量が多いため，捨て

場の確保の問題なども発生しています．

４．海面下を漂流する軽石

海面上に多量に軽石が漂っていなくても，海面下にそれ

なりの軽石が漂流していることもわかりました．2021 年

11 月 7 ～ 11 日の間，鈴木が東海大学海洋調査研修船「望

星丸」によるトカラ列島地域の海域地質に関する調査航海

乗船中，奄美大島の瀬
せ と

戸内
うちちょう

町古
こ に や

仁屋港沖にて海面下を漂流

している軽石を回収しました．この際海面上に明瞭な軽石

いかだは視認されていません．そのため，軽石は海面上を

浮遊していたのではなく，海面下を漂流していたことを示

します．
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回収した軽石は，①古仁屋港沖にて停船中に船尾からプ

ランクトンネット（網の目は0.33 mm）を係留し（写真10），

概ね海面下 1 m 程度までに漂流していたもの（写真 11），

②船底に設置されている研究用海水取水口に取り付けられ

たストレーナにたまっていたもの（写真 12）です． 

このように海面に軽石が認められなくとも，海面下を漂

流している場合がありますので，海水を冷却水として使用

している船舶はオーバーヒートの危険があります．特に多

量の軽石の漂流が続いている海域では，軽石いかだが海

面に認められなくても船舶を運行する際には注意が必要で

す．

５．漂流軽石の形態や組成

福徳岡ノ場の 2021 年 8 月 13 日から始まった噴火は， 

噴火開始直後から多量の軽石いかだを生産したことが衛星

などから確認されましたが，絶海の地での噴火であったた

写真 8　10 月 19 日と 10 月 28 日の大宜味村大兼久の海岸．
　　　    �10 月 19 日より 28 日のほうが，漂着した軽石の量が増えている．しかし，地元の人への聞き込みによると，自然

の海岸などに漂着する軽石の量は，潮の満ち引きや風・海流などで，毎日大きく変化するそうだ．

写真 9　沖縄県国頭村辺土名漁港（左）と国頭村奥漁港（右）内の海面を覆う軽石．
　　　   �自然の海岸と異なり，港湾内に一旦滞留した軽石はなかなか出ていかない．

港湾内に浮遊している軽石の厚さを計測したところ，約 10 ～ 20 cm であった．

写真 10　�古仁屋港沖でのプランクトンネットによる試料採取の様子．
  　　　　海面に軽石は見られない．
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め，その軽石をすぐに手に入れることはできませんでした．

しかし噴火からわずか 9 日後の 8 月 22 日，気象庁の海洋

気象観測船「啓風丸」が 25°30.3′N，138°53.3′E 付近で遭

遇した軽石いかだから採取した軽石を分けていただき，観

察・分析することができました．採取した軽石は，明灰色～

灰色の軽石で，外形は一部破壊されているものの，ほとん

ど破壊や摩滅していない部分もあるものでした（写真 13）．

良く発泡し，斑晶は少ないものの，斜長石，単斜輝石，か

んらん石などの斑晶を含みます．また数 ｍｍ程度の大き

さの複数の斑晶（主に斜長石）と黒色のガラスが集合した黒

い粒子が普遍的に含まれています．軽石の形状は，円磨度

は亜円程度で，表面は平滑でなく，もこもことした凹凸の

ある形状をなし，凹んだ部分に沿って網目状 にクラック

が発達する形状をなし，気泡径は外側が細かく内側が大き

いといった特徴を示しています．また軽石の最外縁がガラ

ス質になっているものも，わずかに認められました．この

ような特徴は，Jutzeler et al.（2020）が記載した水底噴火

で生産された軽石いかだを構成する水冷した軽石の特徴と

一致します．一方 2021 年 10 月 14 日に奄美大島北西方

で遭遇した軽石いかだから採取された試料は，啓風丸試料

に比べて円磨されたものが多かったですが，一部噴出時の

表面の形態を維持しているものも認められます（写真 14）．

写真 11　�写真 10 に示したプランクトンネットにより回収された
軽石．

写真 12 　�11 月 7 日に望星丸船底の研究用海水取水口ストレーナか
ら回収された軽石．

　　　   �　�取水口は海面下約 5 m までの海水を採取している．中之
島周辺から奄美大島へ航行中に取り込まれたものと考えら
れる．

写真 13　気象庁の海洋気象観測船「啓風丸」により採取された軽石．
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また，奄美大島や沖縄本島の海岸に漂着した軽石は，もと

の形から壊れたものが多いですが，壊れる前に外側であっ

たと考えられる部分がガラス質の黒曜岩様となっているも

のも比較的多く認められました．さらに黒色の軽石やそれ

が明灰色～灰色のものと混じったものも認められました．

これらの軽石に対して蛍光 X 線分析（XRF）による全岩

化学組成の測定を行ったところ，SiO2 含有量 61.5 ～ 62.8 

wt.%，Na2O+K2O 含有量 8.9 ～ 9.6 wt.%（無水，100％で再

計算）となり，粗面岩（トラカイト）の組成を示しました（第

2 図）．さらに 色の違いによる組成の違いの有無を検討す

るために，沖縄本島に漂着した黒色の軽石１個についても

測定を行ったところ，SiO2 含有量 63.2 wt.%，Na2O+K2O 含

有量 9.74 wt.% となり，色による顕著な組成の違いは現段

階では認められませんでした．今回噴出した軽石試料は，

写真 14　新世丸で奄美大島北西海上の軽石いかだから，網で船上に引き上げた軽石．
　　　　 �円磨されているものが目立つが一部噴出時の表面の形態を維持しているものもみられる．

第 2 図　福徳岡ノ場の軽石の組成．
　　　　 �2021 年の値は今回測定．1986 年，1914 年の値は加藤 (1988)，中野・川辺 (1992)，小坂

ほか (1990)，脇水 (1920)，吉田ほか (1987) より．岩石分類は，Le Bas et al.(1986) による．
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1986 年噴火などの過去の福徳岡ノ場の噴出物とほぼ同じ

組成であることから，今回の活動も以前と同様のマグマが

活動したと考えられます．

６．福徳岡ノ場からの軽石の見分け方

軽石が今回ほどの規模で日本列島に漂着したのは 1924

年の西表島北北東海底火山の噴火以来と考えられます．

1924 年の噴火では，1 年ほどかけて沖縄から北海道まで

軽石が漂着したことが知られていますので（関，1927），

今回の軽石も，時間をかけて各地の海岸に漂着するでしょ

う． 

実際，10 月以降，主に沖縄県をはじめとする南西諸島に

流れ着いた軽石は，11 月に入ってからは伊豆七島など関東

近海でも確認され，12 月や 2022 年 1 月には室戸半島や潮

岬でも確認されるようになってきました．ただし，海岸で

見られる軽石には，福徳岡ノ場以外から流れ着いたものも

あります．福徳岡ノ場からの軽石は黒い特徴的な粒子が含

第 3 図　福徳岡ノ場からの軽石の特徴．
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Akihiko （2022）Pumice rafts from the 2021 eruption of 
Fukutoku-Oka-no-Ba submarine volcano.

（受付：2022 年 1 月 18 日）

まれることなどから，他の軽石と肉眼でも容易に区別がで

きます．そこで，岩石種の判定に詳しくない方でも簡易的

に確認できるよう，3 つの特徴を第 3 図のようにまとめ，

GSJ のウェブサイトにも掲載しています（ https://www.gsj.

jp/hazards/volcano/fukutokuokanoba/2021/pumice2.html

閲覧日：2022 年 1 月 18 日）．軽石は海岸で木や竹などが

多く打ちあがっている場所でよく見つかります．近くの海

岸で軽石を拾った時には，第 3 図の特徴を基に福徳岡ノ場

からの軽石かを調べてみてください．
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